
土木技術職員の仕事内容について詳しく知りたい方は、お気軽にお問い合わせください。

高知県 土木部 土木政策課
〒780-8570 高知県高知市丸ノ内1-2-20 本庁舎6階
TEL 088-823-9822（企画担当）
E-mail 170201@ken.pref.kochi.lg.jp 

高知県土木技術職員リクルートページ

「土木という選択肢。」
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2021020400111/

詳細は、高知県職員等採用試験情報サイトをご覧ください。
試験日程等、ご応募いただく上で知っておいてほしい情報が掲載されています。

高知県職員等採用試験情報サイト
https://www.pref.kochi.lg.jp/saiyou/

高知県土木技術職員採用案内



災害に強い道路をつくる！
南海トラフ地震など大規模災害時に備え、「四国8の字ネットワーク」の推進をは
じめ、橋梁の耐震化や道路法面の防災対策に取り組み、道路寸断や孤立を防
ぐ、命と暮らしを守る道路づくりを推進。

道路 港湾・海岸

津波に備え未来をつなぐ港づくり！
南海トラフ地震による津波に備え、湾口防波堤と防潮堤を組み合わせた「三重
防護」による対策を推進。近年は高知港に年間100隻以上のクルーズ船が寄港
し、県内の観光振興にも寄与。

全国的にも高い評価を受ける県立のいち動物公園の運営支援。高知ユナイテッ
ドSCのホームスタジアムでもある春野総合運動公園は、平時はスポーツ施設、
非常時は防災拠点としての機能を発揮するための維持管理を実施。

魅力ある公園づくりで高知の誇りに！

公園 農地

農の力で地域を元気に！
ほ場の大区画化や農道・用排水施設の整備により営農環境を改善し、収量向上
や担い手確保につながる生産性の高い優良農地を確保。

災害復旧

速やかに復旧する！
豪雨などによる突発的な土砂災害を防ぐ砂防事業を進めるとともに、災害時に
は迅速な復旧に向けて対応するなど、地域の安全な暮らしを確保。

近年激甚化する豪雨に備え、流域治水の考え方のもと、河川改修や治水ダム建
設を進め、洪水被害の軽減と住民の暮らしを守る河川事業を推進。

治水と利水で生活をまもる!

河川

地域高規格道路 国道493号　北川道路（北川村）

和食ダム（芸西村）

のいち動物公園（香南市） 春野総合運動公園（高知市） ほ場整備（黒潮町）

県道久礼須崎線　道路災害復旧（須崎市）

高知新港　東第二防波堤（高知市）

山 も川 も海 も多 彩 な仕 事

の
仕
事土木技術職

高知県の暮らしと産業を支え、県民の「安全・安心」を守る仕事です。 
地震や豪雨などの災害に強いインフラを整備することで、
未来へ続く地域づくりに貢献します。
インフラ全体を総括する「トータルコーディネーター」として、
「計画」から「設計」「工事」「維持管理」まで、全ての段階に携わることができます。
自然豊かな環境を強みに、多彩な仕事に挑戦できることも、高知県ならではの魅力です。

国と市町村をつなぐ“中間エンジニア”として、広域的・専門的な施策を計画し、地域の実情に合っ
た整備を実現します。 大規模プロジェクトを企画しながら、同時に現場の声を直接反映でき、
スケールと地域密着の両方を味わえることも、県土木技術職のやりがいです。

国 県 市町村

全国的に統一する施策

（国土交通省等）

広域的・専門的な施策
国民を支える仕事 県民を支える仕事

住民に最も身近な施策
住民を支える仕事

守る・つくる・つなぐ ―高知の未来をデザインする仕事―

発注者として、計画・設計・工事・維持管理のすべてに関われる。

南海トラフ地震や豪雨などに備え、防災・減災の最前線で県民の命と暮らしを守る。

人口減少が進む地域だからこそ、インフラ整備を通じて
「人が暮らし続けられる地域」を支える。

「地域そのもの」がフィールド。一人ひとりの暮らしが、仕事の成果として返ってくる
利益では測れない“安心”を、かたちにする仕事。

民間企業との違い 国と県と市町村の役割の違い

高知県土木技術職員として働く魅力

市町村のとりまとめ

国への提案・要求

県で統一する施策

市町村間の連絡調整
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工 務 課 長 技術次長

部 長
副 部 長

●技術形成
●工事発注
●監督補助

●技術形成
●工事発注
●工事監督

●事業管理
●工事発注、監督
●後輩育成

●事業マネジメント
●予算管理
●後輩育成

●管理職として組織を指揮、総括
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最終学歴比率年齢構成

H17
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27名

H27
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50代

R7

平均年休取得日数 月平均残業時間

13
9

      時間

時間

本庁舎

出先事務所

その他研修（全職員対象）

［国土交通大学校（東京都）等］

国の政策動向、事業評価など
国土交通省主催の研修にも参加

Point 5

主査1・3年目、主幹1･3年目、チーフ職員対象

主査／仮設構造物設計、道路・河川設計 等
主幹／入札契約制度、予算制度、議会制度 等
チーフ／土木行政、事業進捗管理・事業展開

【内容】
各キャリアに応じた技術研修を実施Point 3

新規採用職員対象

【期間】
【内容】

18日間（4月下旬から5月下旬）
座学、演習（測量、設計、積算、CAD、施工管理）
現場研修（現場視察、検査同行など）

Point 1 採用後すぐ長期研修を開催し、基礎的技術を習得

採用後2・3年目職員対象

4日間／ 1コース
［2年目］（土工、コンクリート、工事発注設計書 等）
［3年目］（擁壁工、斜面安定、地質調査、法面工 等）

【期間】
【内容】

Point 2 外部専門講師を招き技術基準や工事監督の
ポイントなど専門技術を幅広く習得

新技術の活用に向けた研修（全職員対象）

【内容】［3Ｄ測量研修］
ドローンなどを活用した点群測量実習

［BIM/CIM研修］
土木構造物の
3Dモデル演習や実務（地元説明会等）
での活用方法を紹介

将来の土木技術職に
必要となるスキルを習得

Point 4

所 長

課 長
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50 42名
高校

32％

高専・
専門学校

20％

大学
（大学院含む）

48％

社会人経験者枠 もあります。（UIJターン枠）

16日
夏期休暇、特別休暇等を除きます。

台風災害等に備えた
夜間・休日対応は別途あり。

471名職
員
数

（本庁舎）

課 長 補 佐

149
93
220

高校

高専・専門学校

大学・大学院

   名

名

     名

約7割が
県外大学から高知に就職！

（県外大学からの就職人数：157名）

道路

52％河川・砂防

30％

港湾・海岸

12％

農業土木

6％

430名

デ ー タ で 見 る

充実した研修制度

土木技術職のキャリアパス

大学卒業程度
（チャレンジ型）

危機管理部など他部局

国・他県交流など

35名

6名

土木部・農業振興部・水産振興部

0 100 200 300 400 500

本庁舎 112名 318名出先事務所

受験可能！
歳まで



H25採用
H28
（H31～R3）

R6

幡多土木事務所
中央西土木事務所
産休・育休
中央西
農業振興センター

中央西農業振興
センター

業務内容
●ほ場整備事業に関すること
●ストックマネジメント事業に関すること
（老朽化した排水機場の設備更新）

座右の銘

先輩・上司からひとこと

退庁昼食 現場確認関係者との協議登庁・
メール
チェック

16:15（時短勤務）13:0012:009:00

工事の積算・発注図作成
10:008:30

座右の銘

先輩・上司からひとこと

業務内容
●ダムの建設に関すること
●ダムの管理に関すること
●国の補助金に関すること
●県予算編成に関すること

H27採用
H31
R5

中央西土木事務所越知事務所
安芸土木事務所和食ダム建設事務所
河川課河川課

座右の銘

先輩・上司からひとこと

【メッセージ】
初の出先事務所なので、1年目の気持ちで仕事を行っています。先輩
職員と様々な現場に行き、維持業務の内容を丁寧に教えてもらいまし
た。失敗もたくさんしていますが、先輩が必ずフォローしてくれて、女性
でも安心して仕事に挑戦できます。

業務内容
●道路事業に関すること
●道路維持・管理に関すること
●道路災害復旧事業に関すること

R5採用
R7

都市計画課
宿毛事務所
（幡多土木事務所）宿毛事務所

（幡多土木事務所）

工事の積算・発注図作成コンサルタントとの協議昼食現場立会登庁・メール
チェック

15:0013:0012:009:008:30

土木技術職のリアル
30代 主幹
入庁11年目

20代 技師
入庁3年目 

30代 主幹
入庁13年目 

【業務内容】
新規ダムの建設や管理ダムの老朽化対策に必要
な予算確保のための国土交通省への要望のほ
か、出先事務所への予算の配分等を行っています。

【印象に残った仕事】
主にダム整備に関する監督業務から予算要望ま
で一連の業務に携わってきました。ダム建設とい
う大規模なプロジェクトに関わることで、県民の
生活や安全を守るという使命感と地図に残る仕
事に携わる達成感にやりがいを感じています。特
に平成25年から建設を進めてきた和食ダムが令
和7年6月に完成したことが印象に残っています。

【ワークライフバランス】
第二子誕生時に同僚の協力を得て育
児休業を取得しました。育児休業中
は、第一子の遊び相手や妻のサポート
もでき、家族との時間の大切さを改め
て実感しました。現在はテレワークを
活用し、仕事との両立を図っています。

【メッセージ】
土木技術職は多岐にわたり、様々な経
験ができます。先輩職員が優しく丁寧
に教えてくれますので、一緒に働けるこ
とを楽しみにしています。

予算関係資料作成国との協議ダム事務所との
協議

昼食庁内関係課との協議各調査物対応・
予算関係資料作成

登庁・メール
チェック

16:0015:0013:0012:0010:309:008:30

【志望理由】
身近なインフラの整備に、工事の発注から施
工まで携わることができる職業に魅力を感じ
ました。また、南海トラフ地震などの災害対
策にも携わりたいと思い、志望しました。

【仕事に対する姿勢】
橋梁・トンネルなど、道路の維持管理業務を
行っています。県民からの要望を受けること
が多いですが、すぐに現地に出向き、待たせ
ない対応を意識しています。事務所では、より
県民と近い距離で仕事を行えていると感じ
ています。

【職場の雰囲気】
先輩の女性職員が男
性職員と同様にキャ
リアアップしており、男
性と女性が同じ立場
で仕事をしていると感
じました。

【仕事の魅力】
ママ友に｢ヘルメットをかぶって工事現場に行っています｣と話す
と、｢えっ、すごいですね!」と驚かれます。現場では、地域住民と近
い距離で対話ができることも、この仕事の魅力です。

【ワークライフバランス】
出産後は2年間の育児休業を取得し、子どもの成長をじっくり見
守ることができました。現在、5歳の子どもを育てながら働いてい
ます。発熱などで急に休むこともありますが、職場は遠慮なく休み
を取れる雰囲気なので、助かっています。その分、自分にできるこ
とにはしっかり取り組もうという気持ちで仕事をしています。休日
は家族で川遊びや山登りなど、アウトドアを楽しんでいます。

子ども迎え
時短勤務後

夕食
17:00 19:00

寝かしつけ・就寝
21:00

【メッセージ】
この仕事は、複数の業務を並行して進めたり、先
を見据えて段取りを考えたりする力が大切で、男
女問わず活躍できるのも魅力の一つです。日々や
りがいを感じながら働ける職場だと思います。

子どもと高知の
未来、どっちも
大事にできる
仕事です。

支える先輩が
います。

ヘルメットが
似合う女子、
増えてます。

土木部公式インスタグラムでは
インタビュー動画も公開中!

ママだからって遠慮しない。
周りに感謝し出来ることでお返しする。

周囲に気配りができ、明るい雰囲気
づくりにも貢献してくれています。
育児中でも仕事に真摯に向き合う
姿勢が職場の大きな力になっています。

失敗は成功のもと

現場にも積極的に足を運び、
分からない点はしっかり確認する
姿勢が頼もしいです。まっすぐで誠実な
働きぶりにこれからの成長を
楽しみにしています。

切磋琢磨

職場でも後輩の相談に乗るなど
頼られる存在です。
バランスよく働く姿が
後輩のいい手本になっています。



出先事務所 ▶土木部の本庁舎各課・出先事務所のほか、
　農業振興部や水産振興部へ配属されることもあります
▶県外では、東京事務所や他県への
　派遣（人事交流・災害被災地応援）もあります

高知県庁 知事

副知事

東京事務所
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土木事務所
土木事務所の所内事務所
土木事務所の所内事務所（ダム関係）
農業振興センター

【凡例】

高知県庁の組織・土木技術職の主な配属先

中央西農業振興センター

須崎農業振興センター

中央東農業振興センター

安芸農業振興センター
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幡多農業振興センター

本庁舎と連携しながら
被災現場の復旧工事を行う

⑤災害復旧

被害状況を本庁舎に報告し
応急復旧工事を早期に開始

④被害報告・応急復旧

河川や道路などが被災した場合、
維持管理業者と連携し通行規制や
土のう設置などの応急対応を実施

③初動対応

気象・地震情報や雨量・水位を監視
①事前警戒

警報発令時は体制を整え、維持管理業者との
連携体制を構築し、災害情報を収集

②体制整備

各事業の調査・設計

工事の発注及び監督 工事完成後の維持管理

地元住民への説明県全体の事業調整

県議会等への施策説明

出先事務所への予算配分 豪雨・地震等の災害対応

建設会社

事業全体をマネジメント
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出先事務所での仕事

土木部  本庁舎

県内のインフラ整備の
全体計画

財政担当部

国
土
交
通
省

出
先
事
務
所

市
町
村
・
地
元
住
民

県議会

事業説明
質問対応等

予算折衝

整備
要望等 予算配分

予算要望

事業調整事業調整

補助金配分

補助金要望

国への政策提案・予算要望

大阪事務所

名古屋事務所



詳細は、高知県職員等採用試験情報サイトをご覧ください。
試験日程等、ご応募いただく上で知っておいてほしい情報が掲載されています。

建築技術職員の仕事内容について詳しく知りたい方は、お気軽にお問い合わせください。

高知県 土木部 建築課
〒780-8570
高知県高知市丸ノ内1-2-20 本庁舎6階
TEL 088-823-9865
E-mail 172101@ken.pref.kochi.lg.jp

高知県職員等採用試験情報サイト
https://www.pref.kochi.lg.jp/saiyou/

高知県建築技術職員採用案内



建築技術職の仕事

異動の周期は
どのぐらい？

●通常、2～3年ごとに3課間での異動があります
●年1回の意向調査で異動希望を出すことができます

建築士資格って
必要？

●入庁後すぐに必要というわけではありませんが、
　建築業務に携わる上で必要な資格です
●資格取得支援制度を活用し、多くの職員が建築士資
　格取得に励んでいます

■庁内建築技術研修会
■国土交通大学校主催研修会
■その他県内外での技術研修会

■建築士資格の取得に向けた支援
　（受験料・登録手数料補助等）
■建築基準適合判定資格者
　講習会参加支援等

データで見る建築技術職

配属先・仕事内容
住宅課
企画
高知県の住宅施策の策定
健康や省エネに配慮した住宅の振興
県産木材を使用した木造住宅等の振興

震災対策
住宅の耐震化促進
応急仮設住宅の供給体制整備

市町村ヘの
支援空き家活用、
再生のしくみ

地域支援・
空き家対策

県営住宅の
整備・管理

住宅整備

SUPER LOCAL SHOP とさとさ大阪店

牧野植物園 植物研究交流センターオーテピア高知図書館

住宅政策

就職先に県庁を
選んだ理由は？ 

●地元で就職したかったから
●高知県のために仕事をしたかったから
●県の公共建築物の工事に関わることができると思ったから
●仕事と家庭生活の両立のビジョンが見えやすかったから
●転勤がほぼ県内だから

建築職の職場の
雰囲気は？

●少人数で親しみやすく、オープンな雰囲気の職場です
●子どもの発熱等の休みにも理解があり、助け合える雰囲気です
●勤務時間外にスポーツなどのサークル活動を行っています

これまでの業務で
やりがいを感じたことや
印象に残ってることは？

●地域のシンボルになるような建物の設計や工事に関われたこと
●規模の大きな建築物の担当を任されて完成まで携われたこと
●建築物の利用者や施設管理者から感謝されたこと
●被災地に派遣され、災害復興の役に立つことができたこと
●講師を務めた際に、県民から直接お礼を言われたこと

研修・資格支援制度

教 え て 先

31子育て中※

※小学生以下のこどもを持つ職員
％

57％
18％ 平均年休

取得日数 14日
R6年度実績値（夏期・特別休暇等除く）

※月平均残業時間

R6年度実績値16
※全職種（建築・機械・設備・事務）の合計
　（管理職・会計年度任用職員除く）

時間

新卒 中途採用

28.6%

71.4%

採用種別

男性 女性

36.7%

63.3%

職員男女比

40代 50代以上
20代 30代

32.7%

26.5%

14.3%
26.5%

年齢構成

一級

二級

輩

R7.11時点データ

85.7%

本庁舎 幡多
他部局・出向

配属先

4.1%
10.2%

高知城歴史博物館

県有施設の整備、建築基準法に基づく審査、住宅政策の企画・立案、市町村の
建築住宅行政の支援、南海トラフ地震対策、災害対応などの業務を行っています。 
建築の専門的な知識を生かしながら、公共性の高い業務を幅広く担当し、
県民の安全安心な暮らしを支える仕事です。

建築士資格保有率

幡多エリアの建築確認審査等

幡多土木事務所

建築指導課
建築基準法に関すること（建築確認申請・許認可審査）
建築物の維持管理/防災対策のための指導（防災査察）
違反建築物・建築士の指導
被災建築物応急危険度判定に関すること

建築確認指導 建築課
県有施設（庁舎/教育施設/文化・観光施設）の建築・修繕
県有施設の定期点検
施設維持管理の技術サポート
市町村等への建築技術援助

その他
他部局や市町村・県外への出向

建築営繕



【志望理由】
大学で学んだ建築の分野で、地元高知に貢献したい
という思いから県庁に就職しました。現在は県有施
設の設計・施工・維持修繕業務を担当しています。現
在の業務については1年目で、先輩職員と一緒に現
場へ出向きながら専門知識を身につけているところ
です。施設の管理や運営を担当する他部署との調整
に苦労することもありますが、担当物件が完成すると
大きなやりがいを感じます。複数の物件を県内各地
で担当しているため、県内の地理や地域特性にも詳
しくなり、それぞれの地域の魅力を発見するすること
も、楽しみの一つです。

【ワークライフバランス】
予算時期などは忙しく時間外勤務が必要なときもあります
が、基本的に定時で退庁できるので、平日の夜はよさこいの
練習に参加しています。仕事と趣味のバランスが取りやすく、
有給休暇を活用して県外や国外でよさこい踊りを披露するこ
ともあります。

業務内容
●県有施設の設計・施工・維持修繕に関する業務
（空調・給排水衛生設備などの機械設備担当）  

R4採用
R7

住宅課
建築課

座右の銘

座右の銘

先輩・上司からひとこと

建築技術職のリアル

【ワークライフバランス】
現在は1年間の育児休業を経て、2歳の子どもを育てながら勤務し
ています。子どもの送り迎えや体調不良時には休暇制度を利用して
柔軟に業務時間を調整しています。職種や年齢に関係なくオープ
ンで温かい職場であり、上司や同僚のサポートを受けながら、安心
して働ける環境です。

業務内容
●住宅耐震対策に関すること
●国の補助金に関すること

H24採用
H26
H28
H30
R3

住宅課
建築指導課
幡多土木事務所
建築課
住宅課

座右の銘

退庁、
保育園迎え
（育児休暇活用）

課内打合せ・
資料作成

補助金申請書
審査等

昼休憩課内打合せ・
資料作成

登庁・
業務内容確認
メールチェック

保育園送り、
通勤
（育児休暇活用）

16:3015:0013:0012:009:459:158:15

【業務内容】
建築確認申請の審査を担当し
ています。提出された図面や書
類を確認し、建築基準法や関
連条例に適合しているかチェッ
クすることが主な仕事です。

【職場の雰囲気】
所属する幡多土木事務所は建築
技術職唯一の出先事務所であり、
少人数体制ですが、その分チーム
ワークを大切にしながら業務を進
めています。地元の建築士の方々
からの相談も多く、職場の仲間だ
けでなく、様々なつながりを持てる
のはこの仕事ならではの魅力だと
感じています。

【仕事のやりがい】
自分が図面審査した建物が完成し、実際
にその建物が使われているところを見る
と、自分の仕事が形になって地域の方々の
大切な建築物の安全安心を守る役割を
担っていることに誇りを持っています。

業務内容
●建築確認審査検査
●建築基準法に基づく許認可事務
●長期優良住宅認定審査

～H31.3
H31採用
R3
R5

民間企業（事務職）
建築課
建築指導課
幡多土木事務所総務課
建築指導担当

メールチェック、
ToDoリストの
更新

建築確認の審査、
建築士からの相談対応

完了検査、
検査済証発行、
受け渡し準備

メールチェック、
検査場所確認

昼休憩建築確認の審査、
建築士からの相談対応

登庁・
業務内容確認・
メールチェック

17:0015:0013:1513:0012:008:308:30

建築課

30代 主幹
入庁14年目住宅課

30代 主幹
入庁7年目

建築指導課
（幡多土木事務所）

20代 技師
入庁4年目

工事の積算・発注図の作成設計業者と打ち合わせ昼休憩工事現場にて定例会参加メールチェック
14:3013:0012:009:008:30

【仕事のやりがい】
住宅の耐震化は人命を守ることに直結する責
任ある仕事です。建築の専門知識を活かした内
容だけでなく、企画・広報や補助金事務など多
彩な業務を通じて異業種との関わりもあるため
視野が広がります。住宅所有者との対話や説明
会の開催を通して、防災意識の向上に貢献でき
ることにやりがいを感じています。平成30年の高
知県西部豪雨災害では、罹災証明発行のため
の現地調査を担当し、過去の県外災害派遣経
験を活かすことができました。

土木部公式インスタグラムでは
インタビュー動画も公開中!

無理はする無茶はしない

先輩・上司からひとこと
必要な知識をこつこつ学習しながら、
業務に粘り強く取り組む姿勢を
大変心強く思っています。
これからも一緒に成長していきましょう!

継続は力なり

率先して業務に取り組みながら、
資格取得に向けて頑張っています。
地元の建築士の方とも
良好な関係を築いていて、
非常に頼りになる存在です。

たいていのことはなんとかなる。

先輩・上司からひとこと
しなやかで鮮やか、なおかつ
確実な仕事ぶり。安心して仕事を
任せられる自慢の後輩です。
仕事も家庭もますますの充実を！


